ボトルネックとパイプライン　その２
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今日は理科とも関係のある話です。

先日やったニワトリの頭の解剖を思い出しつつ、話を聞いて下さい。
 eq \o\ac(○,1) 富士山の写真
今日はまずこれを見て下さい。（→富士山が4つ並んだ図）

－おおー！

きれいでしょ。ちなみにこれは「かさ雲」といって、悪天候の兆しです。これが出たときに富士山にいると危ない。即行で下山しないと缶詰になります。

実は、この写真は少しずつちがう所があるんだけれど、どこだかわかりますか？

－まちがい探し？

－まぁ、そんなようなものです。

・・・・3分経過・・・・

出てきませんか。答はね、解像度のちがい。

この下にある数字が解像度です。解像度が20％というのは、元のデータの20％
しか情報量を残してないという意味。

発問：前の時間にパイプラインの話をしましたが、人の眼はパイプとして果たして太いのか、細いのか？

実は「それほど太くない」というのが答になります。

耳に比べればかなり太いけれども、コンピュータにとってはまったくちがう写真でも、人にはその区別はつきません。
これから解像度ちがいの富士山の写真をスライドショーで見せますので、ちがいに気づいた所で手を挙げて下さい。

（100から始めると、60くらいのところで気づく人がポツポツ）

次に、もうひとつ別の例を見てみましょう。

 eq \o\ac(○,2) 錯視をめぐって
これから中間モニターに順番に出すので、なるべく正面から見て下さい。かなり強烈ですよ。（→錯視図形＋snake）

－うわ、今動いた。
－点が消えた！
最後のsnakeなんかすごいでしょ？ぐりぐり回ります。

発問：錯視はどこで起きやすいですか？
－視野の端の方。（周辺錯視の場合）
なぜそうなるのでしょうか？（ここから理科の話）
ヒトの眼の、網膜に並んでいる視細胞はおよそ600万個あるといわれています。（つまり6メガピクセル。）これが光を受け、脳へ像が送られるわけなんですが、ヒトの場合、その伝える神経がかなり少ないんです。

眼のちょうど真ん中辺は1：1で対応していますが、そこから外れると急に神経が少なくなります。周辺部では視細胞数十個に対して視神経が1本しかありません。

これが錯覚を起こす原因のひとつ。
これは情報量が数十分の１に減ってしまうことを意味します。
ボトルネックは今、目の前にある。そういうことです。
人の中には伝えたいことがたくさんあって、それをキーボードとマウスという細いパイプを使って、コンピュータに伝えようとしています。（→第１回「コンピュータから人はどう見えるか」）
一方、コンピュータの方もたくさんの情報を送ってくるのだけれど、人のパイプはそれほど太くなくて、ちがいがわからない。

お互いに細いパイプに情報を入れようとして、窮々としている印象があるのだけれど、いかがでしょうか。

【ニワトリとヒト】
背の高い生物や空を飛ぶ生物は、一般に視覚が発達しています。
反対に、背の低い生物は嗅覚優位なことが多い。背が低いと、目がよくても草に遮られてしまうことの方が多いからね。
発問：ニワトリの視神経はどれくらいの太さだった？
－人間並み。（あの体でこの太さ！）
鳥類は視神経と視細胞が直結しています。つまり、視細胞が100個あれば、視神経も100本ある。さらに、魚類や爬虫類にはない、「視葉」という大きなものが大脳の下に付いていたはずです。これが視神経からの情報を一手に引き受けることで、鳥類の視覚は成り立っています。
追記：

１）6メガoverのデジカメって意味があるのでしょうか。人の目の解像度を超えた画像にこだわる意味は？

２）視葉と聞いてグラフィックカードという言葉が出てきたあなた、いいセンスをしています。マシンに詳しい人はこっちの例えの方がわかりやすいかも。
３）冬に花を咲かせる木（ツバキ，サザンカなど）は「鳥媒花」です。寒くて、昆虫はいないから。（恒温動物なら冬のパートナーとして不足なし。）

鳥媒花は鳥の眼を引くために、赤くて大きな花を咲かせます。ニオイはありません。鳥は嗅覚が鈍いからです。嗅葉は見落とすくらい小さかったでしょ？

 eq \o\ac(○,3) デジタル化はなぜ可能か

　　→ボトルネックを逆手に取る。
デジタルとは不連続量のこと。反対語はアナログ。こちらは連続量のことを指します。例えばきれいに見えるデジタル画像も拡大してみると・・・
－四角い色タイルの集まり。

なぜこれがきれいに見えるのかというと、もうわかりますね。ヒトの眼には識別できないからです。もし、ヒトの眼がパイプとして太かったら、タイルの集まりにしか見えないでしょう。

デジタル音も同じように不連続な音からできています。でも、ヒトの耳にはなめらかにしか聴こえない。
デジタル化は、ヒトの感覚が粗いから可能なのです。
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